
Japanese Journal of Applied Psychology 

2008， Vol. 34， No. 1，84-90 

2008年度 第 1回常任理事会議事録

日時:2008年 4月25日(金〉午後6時00分~

午後8時30分

場所:東京富士大学本館 1階第 2会議室

出席者:岡村一成理事長，荻野七重副理事長，浮谷

秀一，垣本由紀子，田之内厚三，所正文，

内藤哲雄，松田浩平，向井希宏，藤森立男

(第 75回大会委員長) (以上 10名)

委任状:藤田主ー，南隆男，蓮花一己 (以上3名)

事務局:浮谷秀一 (事務局長)

l. 報告事項

(1)理事長挨拶

①現役員の任期は来年 3月までで， 10月に

は選挙が予定されている。残りの 1年間よ

ろしくとの挨拶があった。

(2)各委員会報告

1) 機関誌編集委員会(藤田委員長)

①第33巻第2号の編集状況は次の通りであ

る。

-投稿論文は原著と資料あわせて 8本(そ

のうち英文 l本)あり，そのうち掲載決

定は原著 l本，資料3本(そのうち英文

l本)，審査中4本である0

・総説 l本，審査中の短報5本(そのうち

英文 l本)が審査中である。

.2007年度応心公開シンポジウム記録，

2007年度応心十日心企画自主ワ ーク

ショップ記録，事務局だよりを掲載する。

②第 33巻第 2号の発行日を， 論文受理日を

考慮すると 2008年3月31日とできない

件について審議した結果， 2008年4月30

日を発行日にして，会計処理は 2007年度

分とすることが承認された。

③投稿 ・執筆規程のなかに， I正会員に限るJ

という文があるため， 名誉会員や終身会員

が投稿できない。委員会で適切な文に修正

することが了承された。

④次回編集委員会を5月 11日(金)に開催

する予定。

事務局だより

2) 企画委員会(内藤委員長)

①公開シンポジウムを地方で開催することに

ついて検討した。地域の人を対象にした

テーマを設定し，松本で開催する方向で進

めるとの報告があり，了承された。

3) 広報委員会(所委員長〉

①ニュー スレタ ーNO.19は全7ページで 5

月 10日頃会員に届く予定であるとの報告

があった。

②ホームページのトップページおよび一部が

完成した。今後も継続的に作業を進める。

ホームページの管理は，委員会メンバーを

充実して進めることが承認された。

4) I応用心理士」認定審査委員会(浮谷委員長)

①2007年度後期の申し込み者2名を認定

し，認定証送付など作業をすべて終えたこ

とが報告された。

②2008年度前期の受付は，ニュースレ ター

の発行が 5月中旬になることを考慮し，締

め切りを 1ヵ月延ばして 6月末にするこ

と，その案内をニュ ースレタ ーに掲載する

ことが了承された。

5) 国際交流委員会(代理;内藤委員)

①4月 19日に委員会を開催して，オ ースト

ラリアの国際応用心理学会 (2010年7月

11日-16日)でのシンポジウムについて

検討しテーマを lつにすることと外国人

を加えることが決まった。前回同様すべて

を含めて 100万円の予算を予定している。

6) 若手研究者支援委員会(田之内委員長)

①第 75回大会中の対応について継続的に検

討している。大会プログラムに，大学院生

が当日窓口に来ること，当日参加に補助が

あることを掲載することを決定した。

7) 学会賞選考委員会(荻野委員長)

①メ ールを使って委員間でいろいろな点を検

討し，次の点を決定した。

・学会賞選考規稼に基ついて推薦してもら

うとともに，必ず返信してほしい旨を依

頼する。

・理事長，学会賞選考委員会の委員長およ

び委員にも推薦を依頼する。
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-返信の宛先は， 学会賞選考委員会委員長

とする。

・論文部門の対象は，機関誌 Vol.31 No 2， 

Vol. 32 No 1， Vol. 32 No 2， Vol. 33 No 

lに掲載されているものとし， シンポジ

ウム，追悼文を除くことにした。

・実践活動部門は期間を限定しないで依頼

する。

・対象機関誌4冊を同封する。

(3) 2008年度第 75回大会について

(藤森大会委員長)

①大会案内状を送付した。

②広告を募集中であるが少ないので，どこか

あれば紹介してほしし、

③学会のホームページに大会のホームページ

をリンクした。

2. 審議事項

(1)名誉会員に関する件(岡村浬事長)

①前回配布した名誉会員の資格条件を満たし

た会員のなかから，大橋信夫氏を推戴する

ことが承認された。

(2) 2008年度予算案に関する件(浮谷事務局長)

①事務局から予算案が提示さ れ，一部修正の

うえ承認された。大会で承認されるまで，こ

の予算案を執行していくことが確認された。

(3) 2007年度決算に関する件 (浮谷事務局長)

①すべての委員会から会計報告がなされてい

ないので次回審議をすることにした。

(4) 新入会員審査および会員の異動

(浮谷事務局長)

①新入会員申し込みのあ った31名について

審査し， 31名全員が承認された。

西原瑞世城丸瑞恵芳J幸宏樹法理樹里

中津さやか米村敬子長内俊樹槻舘尚武

神谷恵利子後藤学小野洋平油尾総子

羽生寛奈森本智絵福本敏宏林美希子

野口恭祐成内有奈堂代裕子 高田誠己

作久本千尋 小林紗耶香 吉川大策 黒浮泰

鹿野麗子石岡綾香村田晋也 三上手1)彦

中村愛飯嶋慧大森哲至

②4/23現在，会員数 1，125名(内訳・正会員

数 1，041名， 学生会員 3名， 名誉会員 39

名，終身会員 38名，賛助会員4名)，入会

者 1名，退会者 26名。

※次回の常任理事会については， 6月 26日

(金) 18時~東京富士大学会議室において

開催予定。

2008年度第2回常任理事会議事録

日時:2008年 6月 26日(金)午後 6時 00分~

午後 8時 30分

場所・東京富士大学本館 l階第 2会議室

出席者:岡村一成理事長，荻野七重副理事長，浮谷

秀一，垣本由紀子，田之内厚三，所正文，

藤田主一，松田浩平，南|盗男，藤森立男

(第 75回大会委員長) (以上 10名)

委任状:内藤哲雄，松浦常夫，向井希宏，蓮花一己

(以上 4名)

事務局'浮谷秀一(事務局長)

1. 報告事項

(1)理事長挨拶

①大橋信夫氏から名誉会員内諾のご返事をい

ただいたことが報告された。

(2) 各委員会報告

1) 機関誌編集委員会(藤田委員長)

①第 33巻第 2号が発刊された。内容は，原

著 4，資料 3(そのうち英文 1)，総説1， 短

報 5(そのうち英文 1)，2007年度応心公

開シンポジウム記録，2007年度応心+日

心企画自主ワ ークショップ記録，事務局だ

より， r応用心理士」事務局だより， r応用
心理学研究」投稿 ・執筆規程，機関誌編集

規程である。

②第 34巻第 l号の 6月25日現在の投稿数

は，現在，原著 6，短報 3である。

2) 広報委員会(所委員長)

①ニュ ーズレタ ーNO.19を発行した。次号

の発行は，大会終了後を予定している。

②ホームページは，松田委員を中心に作業を

進行中である。

3) r応用心理士」認定審査委員会(浮谷委員長)
①2008年度前期の申請は 2件であった。今

後委員会を開催して認定作業進める。

4) 若手研究者支援委員会(田之内委員長〉

①第 75回大会中の対応について，継続的に
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検討している。

2. 審議事項

(1)学会賞に関する件(荻野委員長)

①推薦書にもとづき，第一次選考を実施し論

文部門は l件，実践活動部門は 2件， を決

めた。

②第一次選考の結果にもとづき，常任理事会

で第二次選考を実施した。論文部門につい

ては第一次選考の結果承認した。

運転行動における リス クテイキンク行動の

一貫性検証 中井宏・白井伸之介

『応用心理学研究.]Vol. 32 No. 1 

実践活動部門については，議論の結果，~長

崎純子・寺崎美穂・張貞京・川地亜弥子・

田中真介』のみを承認した。

(2) 機関誌編集に関する件(藤田委員長)

①機関誌編集委員会から「機関誌編集委員会

の現状と課題」という文章が提示され，内

容の説明といくつかの改善提案がなされ

た。この件については，常任理事各自が検

討して次回持ち寄り審議することになっ

た。今回欠席した常任理事にはその文章を

郵送することにした。

(3) 2007年度決算に関する件(浮谷事務局長)

①提出が遅れていた委員会からの決算報告を

記入したものを承認した。監事の会計監査

を受けて次回報告することになった。

(4) 新入会審査および会員の異動(浮谷事務局長)

①新入会員申し込みのあった 20名について

審査，20名全員を承認した。

田中健太，安藤昌也，笹田真希，1嶋田美奈，

高崎宏史，池田和嘉子，鄭有希，牟田春美，

美濃哲郎，奥井良子，山11崎こずえ，高橋功，

岡田一秀，大貫恵、利，佐柳信男，寺崎美穂，

久我隆一，潮村公弘，西(際修光，藤岡温美

②6/24現在，会員数 1，157名(内訳・正会員

数 1，073名，学生会員 3名， 名誉会員 39

名，終身会員 38名，賛助会員4名)，入会

者 35名，退会者3名。

*次回の常任理事会については， 8月1日

(金) 12時から東京富士大学会議室におい

て開催予定。

2008年度 第3回常任理事会議事録

日時:2008年 8月 1日 (金)午後 12時~午後 3

時40分

場所'東京富士大学本館 l階第2会議室

出席者.岡村一成理事長，荻野七重副理事長，浮谷

秀一，大橋信夫，垣本由紀子，所正文，内

藤哲雄，藤田主一，松浦常夫，向井希宏，

南隆男，蓮花一己，藤森立男(第 75回大会

委員長) (以上 13名)

事務局:浮谷秀一(事務局長)，伊波和恵、(事務局幹

事)

1. 報告事項

(1 )盟事長挨拶

(2)各委員会報告

1) 機関誌編集委員会(藤田委員長)

①『応用心理学研究」第 33巻第2号は現在印

刷中である。

②『国際応心(特集号).]は審査結果を順次，

著者へ戻し中である。

③『応用心理学研究』第 34巻第 1号は，審査

段階である。 2008年 7月31日現在の投

稿論文数には原著 8，資料 0，総説 1， 短報

6 (すべて邦文〕である。

④「短報」の反応が大変よく，問い合わせも投

稿件数も増えた。メ ール投稿の可否につい

て問い合わせがあった。

2) 企画委員会(内藤委員長)

①大会時研修会については，予定通り進行中

である。

②公開シンポジウム開催について，今回は試

みに地方で実施するという ことが承認され

た。テーマとしては，“限界集落"高齢者

社会 ・コミュニティ ，地域アイデンティ

ティ等に関連するなどを考えている。開催

候補地としては，長野県松本市。

③公開シンポジウムについては，現行のかた

ちで行うことに意義があるかという議論が

あった(日心等の他学会で応心の企画をす

る，等)。集客数が低迷するままであるよう

ならば，シンポジウムのあり方自体を次期

体制下において再検討する。
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3) 広報委員会(所委員長) 認された。

①ニュ ースレターの発行は大会終了後，来春 ③2007年度決算で生じた繰越金の一部を，

を予定している。 特別企画積立金に 50万円を繰り入れるこ

②ホ ームページについては作業が滞ってい

る。

4) I応用心理土」認定審査委員会(浮谷委員長)

①2008年度前期申請者2名の審査中であ

る。 l名は合格， もう l名については，善

後策を検討中である。

5) 国際交流委員会(蓮花委員長)

①次回の国際応用心理学会 (27thInterna-

tional Congress of Applied Psycho]ogy， 

URL:wωω.2caρ2010.com)は，オーストラ

リア，メルボルン(メルボルン会議セン

タ ー)にて 2010 年 7 月 11 日 ~1 6 日に開

催される。詳細情報は学会大会等の機会に

周知する予定である。

②日本応用心理学会企画のシンポジウムの

テーマは“Measuresto aging in ]apan 

(日本の高齢社会への対応;仮題)"として，

福祉 ・交通 ・社会 ・医療/看護，の4分野

を立てて企画している。現在は具体的な人

選を進めているので，演者を推薦してほし

い。 2009 年 1~2 月頃に大会事務局に申請

する予定である。

③渡航費用のことなどで，今後さらに具体的

に検討をしていく。

(3) 2008年度第 75回大会について

(藤森大会委員長)

①予約参加者は 221人で予約申込みあり。口

頭発表 34件，ポスタ ー発表 79件，自主

ワークショップ4件，研修会予約参加は

67人。

②昼食のお弁当は 2日間とも無料提供する

ことにしfこ。

③理事会 9/13(土)17時 ，常任理事会 9/

15 (月)昼休み，いずれも横浜国立大学に

て開催予定。

2. 審議事項

(1) 2007年度決算に関する件(浮谷事務局長)

①藤森監事ならびに玉井監事による監査が終

了した。

②若干のミスプリントを修正 ・確認して，承

とにした。

(2)機関誌編集に関する件(藤田委員長)

①前回提出された資料「機関誌編集委員会の

現状と課題」に沿って，再度藤田委員長か

ら，編集委員会が抱える現在の問題点と次

年度以降の 6つの改善案が説明され，審議

した0

・委員長に一極集中しがちな作業 ・機能を

分散してゆくために 6専門領域2名ず

つ編集委員を配置し，委員会メンバーを

13名体制とすることが承認された。

・会員名簿作成時に専門領域に関する自己

申請の項目を加えることが承認された0

.国際応用心理学会のシンポジウ ム特集号

(英文)の責任編集は，企画担当者が行う

ことが確認された。

・機関誌の年間 3号刊行(あるいは別冊

化)の可能性，特集号の編集方針等につ

いて議論されたが，継続審議となった0

・編集事務局の体制 (窓口の固定化，業務委

託)に関する件は，議論の末，次期は現行

の体制を維持することになった。ただし

新体制発足時に，次期役員で再検討する

ように申し送りすることが確認された。

(3) 学会賞選考に関する件(再確認)(岡村理事長)

①前回，受賞が内定した実践活動部門の当該

候補に関して，推薦者から候補者の変更の

申し出があった件について審議した結果，

筆頭候補者のみを表彰することにした。

(4) 2010年第 77回大会委員長(案)に関する件

(岡村理事長)

①田中真介先生(京都大学)に交渉中，現在，

回答待ちである。

(5)新入会員審査および会員の異動に関する件

(浮谷事務局長〉

①新入会員申し込みのあった 4名について

審査し 4名全員を承認した。

小野修一，必野凱典， 三井達郎， Prima 

Oky Dicky A 

②7/31現在，会員数 1，161名(内訳:正会員
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数 1，076名， 学生会員3名， 名誉会員 39

名，終身会員 38名，賛助会員 5名)，入会

者 5名，退会者 l名。

(6) その他

①理事会，総会関連の資料提出締切は 9月8

日(月)。浮谷事務局長まで送付のこと。

*次回の常任理事会は， 9月 15日(月)昼休

み 横浜国立大学において開催予定。

会員異動

2007年度新入会員 (74名)

飯野歩

足利介護福祉専門学校

池田満

国際基督教大学大学院教育学研究科心理学専修

石井裕美

埼玉医科大学短期大学

石舘美弥子

横浜医師会看護専門学校

市川 千文

お茶の水女子大学大学院人間文化創成科学研究科

岩井異弓

熊本保健科学大学看護学科

上田真由子

西日本旅客鉄道株式会社安全研究所

植固有香

帝塚山大学大学院人文科学研究科

上野 窓加

帝塚山大学大学院人文科学研究科

内田誠也

(財)エム ・オー・ エー健康科学センタ 一

大西彩子

名古屋大学大学院教育発達科学研究科

岡崎 琴恵

お茶の水女子大学大学院

緒方康介

大阪府富田林子ども家庭センター
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